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授業科目名：言葉とこどもの文化 授業形態：講義 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の対象の理解に関する科目 ・言葉とこどもの文化 

領域及び保育内容の指導法に 

関する科目 

・領域に関する専門的事項 

・保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

冨倉 志保 [実 務 経 験]豪州私立中高等学校・インターナショナルスクール日本語教師 

[研究テーマ]外国語教育・保育内容「言葉」分野 

豊岡短期大学通信教育部非常勤講師 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

本授業は、保育所保育指針や幼稚園教育要領が求める領域「言葉」を踏まえた上で、児童文化財が

こどものことばの習得にどのように役立つのかを理解し、保育の現場で使用される絵本、紙芝居、お

はなし等の児童文化財を利用しての言葉の理解を目的とする。 

授業の概要 

言葉の機能を理解し、絵本・紙芝居・おはなし等、子どもが言葉を育むことに役立つ言語教材であ

る児童文化財への専門的知識を深めると同時に、児童文化財の研究を通して、その利用の仕方につい

て理解する。さらに学童期へ繋がる言葉について理解を深める。 

授業計画 

１．ことばの機能と言葉の発達 人間とことば、幼児とことば 

２．    〃        乳幼児期のことばの発達と保育者の役割 

３．領域〈言葉〉のねらい及び内容 保育所保育指針 

４．    〃          幼稚園教育要領 

５．ことばを育てる児童文化財 ①児童文化財とは 

６．    〃        ②絵本 

７．    〃        ③紙芝居 

８．    〃        ④おはなし 

９．    〃        ⑤ペープサート 

10．    〃        ⑥シアター（パネルシアター・エプロンシアターなど） 

11．    〃        ⑦ことばに対する感覚を養う児童文化財 

12．    〃        ⑧わらべうたあそび、ことばあそび 

13．ことばを育む教材 ①ことばを育む教材の範囲 

14．    〃    ②ことばを育む教材研究 

15．保幼小連携について 

16．試験  

テキスト 「言葉とこどもの文化」 

天野佐代子・近藤章・城重幸・中川理恵子・長谷雄一・平林一利・古川紘一郎・松永明子／著（豊岡短期大学） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 必要に応じ、プリント配布する。 

「絵本の事典」中川素子・他／編集（朝倉書店） 

「子どもと言葉（改訂版）」岡田明／監修（萌文書林） 

「ことばと表現力を育む児童文化（第２版）」川勝泰介・他／編著（萌文書林） 

「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」 

幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議（座長 無藤隆） 

「昔ばなし大学ハンドブック」小澤俊夫／著（読者サポート） 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：こどもの保健Ⅱ 授業形態：講義 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の対象の理解に関する科目 ・子どもの保健 

荻根 文江 [実 務 経 験]看護師 

授業の到達目標及びテーマ 

１. こどもの病気を早期発見するための観察力を養い、具体的な対応を学び、実践能力を高める。 

２. 事故や感染等の健康安全管理について理解する。 

３. 予防対策の取り組みについて、他職種間との連携・協働の下での適切な対応について理解する。 

授業の概要 

集団においての健全な成長・発育を促すために必要な環境・衛生管理・安全管理について理解する。

また、感染症を中心とした疾病について、その予防法および適切な対応について理解を深める。 

授業計画 

１．こどもの生活習慣と病気との関係：食生活、歯の健康管理の必要性 

２．日常よくみる症状について：嘔吐・腹痛・頭痛・便秘・下痢・不機嫌等 

３．日常よくみる病気の対応について：感染症（食中毒含む） 

４．体調不良のこどもの対応について：なんとなく元気がない・不機嫌等 

５．アレルギーのあるこどもへの対応について：食物アレルギー・アトピー体質・喘息等 

６．小児感染症の予防と対策 ①基礎知識・法律についての理解 

              ②日々の手洗いの重要性、環境整備と消毒 

７．児童虐待が疑われるこどもへの対応 

８．アナフィラキシーの既往のあるこどもへの対応（補助薬剤の取り扱い等） 

９．事故防止・災害への備えと組織的な取り組み 

10．救急処置・救急蘇生法の理解 

11．感染症発生時の対応：施設における安全対策の机上シミュレーション等  

12．施設における、災害時の危機管理対策 

13．病後児保育の対応について（薬の取り扱いについて） 

14．事故防止と安全教育：家族と連携施設との協働 

15．「校内演習」と振り返り 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「こどもの保健」宮津澄江／著（豊岡短期大学） 

「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「よくわかる・子どもの保健（第３版）」竹内義博・他／著（ミネルヴァ書房） 

学生に対する評価 

 提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：指導法「環境」 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の内容・方法に関する科目 ・保育内容演習 

領域及び保育内容の指導法に 

関する科目 

・領域に関する専門的事項 

・保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

早川 磯子 [研究テーマ]保育内容「環境」分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

保育内容「環境」のねらい及び内容について理解を深めるとともに、乳幼児の発達に即して、具体

的な指導場面を想定して保育を構想する方法を身に付ける。 

授業の概要 

こどもは、様々な環境の中で生活をしている。それは家庭・地域社会・保育所・幼稚園・認定こど

も園であり、また「物的環境」「人的環境」「自然環境」「社会環境」の中で生きている。様々な生活経

験を通して、人格形成をはじめ思考力・創造力・想像力等を学んでいく。本科目では、環境とは何か

を理解しそこにどう関わるかを中心に、保育現場における具体的事例を挙げて学習していく。 

また、グループ学習を含め、視聴覚機材を使用し、より深く学んでいく。 

授業計画 

１．環境とは （１）環境という言葉、環境の定義 

２．  〃  （２）環境を通して行う保育の意味 

３．領域「環境」の位置づけ （１）ねらいと内容 

４．    〃       （２）指導上の留意点と指導計画、評価の考え方 

５．身近な環境の構成（指導案の構成と作成） （１）指導案の作成による人的環境・物的環境の理解 

６．    〃       （２）視聴覚教材を利用した自然環境、社会・文化環境の理解 

７．保育における環境の重要性と小学校との連続性 （１）好奇心・探究心 

８．    〃                 （２）思考力の芽生え 

９．保育環境のデザイン （１）視聴覚教材を利用した室内・室外環境の理解 

10．    〃     （２）指導案作成（実際の指導案作成とデザインを図示指導）と 

模擬保育の振り返りによる保育環境理解 

11．保育者の３つの役割 （１）①環境要素の一つ ②保育実践から見えるコーディネーター的役割 

12．    〃     （２）③こども同士の関わり合いから考える保育構想 

13．さまざまな環境との出会い （１）標識・文字との出会い 

14．    〃        （２）数量と図形・ものの性質との出会い 

15．こどもの遊びの世界における「３間」の意味と保育の課題（小学校との連携など） 

  指導案作成における３間（時間・空間・仲間）の重要性と表示方法指導と小学校との連携理解 

16．試験 

 

 

 

テキスト 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「新子どもと環境－理論編」小田豊／監修（三晃書房） 

「新子どもと環境－実技・実践編」小田豊／監修（三晃書房） 

「子ども環境から考える保育内容」大橋喜美子・三宅茂夫／編著（北大路書房） 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 
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授業科目名：乳幼児保育Ⅱ 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の内容・方法に関する科目 ・乳児保育Ⅱ 

大塚 由利子 [実 務 経 験]幼稚園教諭・保育士 

[研究テーマ]乳幼児保育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

・３歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わりの基本的考え方について理解する。  

・養護及び教育の一体性を踏まえ、３歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方法及び環境について

具体的に学ぶ。  

・乳児保育における配慮の実際について具体的に学ぶ。  

・上記を踏まえ、乳児保育における計画の作成について具体的に学ぶ。  

※乳児保育とは３歳未満児を念頭においた保育を示す。 

授業の概要 

乳児・低年齢幼児の保育の理念・課題を理解し、この時期のこどもの保育の内容と方法、留意点を

学習して実践の能力を獲得していく。 

授業計画 

１．乳児保育の基本 ①保育士等との関係の重要性  

２．   〃    ②個々の子どもに応じた援助や受容的・応答的関わり  

３．   〃    ③子どもの主体性の尊重と自己の育ち  

４．   〃    ④子どもの体験と学びの芽生え 

５．乳児保育における子どもの発育・発達を踏まえた生活と遊びの実際  

①子どもの１日の生活の流れと保育の環境  

６．   〃    ②子どもの生活や遊びを支える環境の構成  

７．   〃    ③３歳未満児の発育・発達を踏まえた生活と援助の実際  

８．   〃    ④３歳未満児の発育・発達を踏まえた遊びと援助の実際  

９．   〃    ⑤子ども同士の関わりとその援助の実際  

10．乳児保育における配慮の実際 ①子どもの心身の健康・安全と情緒の安定を図るための配慮 

11．   〃          ②集団での生活における配慮 

12．   〃          ③子どもの死亡および事故の現状と課題 

13．   〃          ④環境の変化や移行に対する配慮 

14．乳児保育における計画の実際 ①長期的な指導計画と短期的な指導計画 

15．   〃          ②個別的な指導計画と集団の指導計画 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「乳幼児保育Ⅰ」國光みどり／編著（豊岡短期大学） 

「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

随時、提示する。 

学生に対する評価 

提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：障害児保育Ⅱ 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の内容・方法に関する科目 ・障害児保育 

佐々木 涼 [実 務 経 験]幼稚園教諭 

[研究テーマ]保育内容・障害児保育・児童文化財分野 

授業の到達目標及びテーマ 

１．障がい児保育を支える理念や歴史的変遷について学び、障がい児及びその保育について理解する。 

２．個々の特性や心身の発達等に応じた援助や配慮について理解する。 

３．障がい児その他の特別な配慮を要するこどもの保育における計画の作成や援助の具体的な方法に

ついて理解する。 

４．障がい児その他の特別な配慮を要するこどもの家庭への支援や関係機関との連携・協働について

理解する。 

５．障がい児その他の特別な配慮を要するこどもの保育に関する現状と課題について理解する。 

授業の概要 

障害児保育Ⅱでは、障がいのあるこどもの個別支援方法、保護者や家族に対する理解と支援方法、

関係機関との連携、障がいのあるこどもの保育および教育を支える理念、様々な障がいについて、更

にその援助法、環境構成について考察する。 

授業計画 

１．知的障がい児のコミュニケーション 

２．発達障がい児のコミュニケーション 

３．身体障がい児のコミュニケーション 

４．個々の発達を促す生活や遊びの環境 

５．遊びを通した障がい児との関わり 

６．こども同士の関わりと育ち合い 

７．障がい児保育の健康と安全 

８．職員間の連携・協働 

９．自治体や関係機関（保育所、児童発達支援センター等）の連携・協働 

10．統合保育の活動 

11．保護者や家族に対する理解と支援 

12．保護者間の交流や支え合いの意義とその支援 

13．指導計画及び個別の支援計画の作成 

14．保健・医療における現状と課題 

15．福祉・教育における現状と課題 

16．試験 

 

 

 

 

 

テキスト 

「新基本保育シリーズ⑰障害児保育」西村重稀・水田敏郎／編（中央法規出版） 

「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

特になし。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：（選）リトミック指導法 

＜幼児保育コース＞ 

授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法に関する科目 ・リトミック指導法（基礎） 

鈴木 純子 [実 務 経 験]日本リトミックセンターリトミック指導員 

豊岡短期大学通信教育部非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

リトミック教育では、音楽やその他の刺激をこどもたちに与え、こどもたちはその刺激を受け止め、

心に感じた事柄を身体的に創造表現していく方法を基本とする。その指導方法について学ぶ。 

授業の概要 

こどもの年齢ごとの発達に応じた実践的指導法を学び、効果的な指導力を身に付ける。音のニュア

ンスを感じ取り身体を使って表現したり、リズム活動やソルフェージュの指導法を学んだりしながら、

自身の音楽力を高める。また、演奏をアレンジするなど、リトミック指導に必要な鍵盤楽器の知識・

理論を学ぶ。そして、規定のプログラムを修了した上で、こどものためのリトミック指導者の資格認

定試験に臨む。年齢ごとのこどもたちの発達に応じた教育内容や指導法を学び、リトミック指導者と

しての音楽力を身に付ける。自らがリズムを感じて楽しんで表現する。 

授業計画 

１. リズム１（開講式、リトミックについて、楽しいリトミックの経験） 

２. リズム２（強弱・テンポ・空間・アクセント、基礎リズム１） 

３. ティーチング１（３歳児指導法―１学期） 

４. リズムの演奏法１（リズムの演奏法 ３歳児指導法―１学期） 

５. リズム３（楽しいリトミックの経験、基礎リズム２） 

６. ティーチング２（３歳児指導法―２学期） 

７. リズムの演奏法２（リズムの演奏法 ３歳児指導法―２学期） 

８. リズム４（楽しいリトミックの経験、基礎リズム３） 

９. ティーチング２（３歳児指導法―３学期） 

10. リズムの演奏法３（リズムの演奏法 ３歳児指導法―３学期） 

11. リズム５（楽しいリトミックの経験、基礎リズム４） 

12. リズム６（リズムカノン、リズムフレーズ） 

13. リズムの演奏法４（リズムの演奏法 ３歳児指導法―１～３学期） 

14. 理論（リトミックの理論とダルクローズについて） 

15. ２級 資格認定試験 

16. 試験、認定証授与式 

 

 

 

 

 

テキスト 

「幼稚園・保育園のためのリトミック３歳児用」岩崎光弘・馬淵明彦他／編著 

（特定非営利活動法人リトミック研究センター） 

参考書・参考資料等 

 特になし。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



７ 

授業科目名：（選）リトミック指導法 

＜幼児音楽コース＞ 

授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法に関する科目 ・リトミック指導法（応用） 

鈴木 純子 [実 務 経 験]日本リトミックセンターリトミック指導員 

豊岡短期大学通信教育部非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

リトミック教育では、音楽やその他の刺激をこどもたちに与え、こどもたちはその刺激を受け止め、

心に感じた事柄を身体的に創造表現していく方法を基本とする。その指導方法について学ぶ。 

授業の概要 

こどもの年齢ごとの発達に応じた実践的指導法を学び、効果的な指導力を身に付ける。音のニュア

ンスを感じ取り身体を使って表現したり、リズム活動やソルフェージュの指導法を学んだりしながら、

自身の音楽力を高める。また、演奏をアレンジするなど、リトミック指導に必要な鍵盤楽器の知識・

理論を学ぶ。そして、規定のプログラムを修了した上で、こどものためのリトミック指導者の資格認

定試験に臨む。年齢ごとのこどもたちの発達に応じた教育内容や指導法を学び、リトミック指導者と

しての音楽力を身に付ける。自らがリズムを感じて楽しんで表現する。 

授業計画 

１．ティーチング①（４歳児指導法―１学期） 

②（４歳児指導法―２学期） 

２．リズム１（楽しいリトミックの経験、リズムカノン ３拍子 リズムフレーズ ２・３拍子） 

３．リズムの演奏法①（リズムの演奏法 ４歳児指導法―１～２学期） 

４．ティーチング①（４歳児指導法―３学期） 

②（５歳児指導法―１学期） 

５．リズム①（楽しいリトミックの経験、リズムカノン ３・４拍子 複リズム Ostinato） 

８．リズムの演奏法①（リズムの演奏法 ４歳児指導法―３学期 ５歳児指導法―１学期） 

９．ティーチング５（５歳児指導法―２学期） 

10．ティーチング６（５歳児指導法―３学期） 

11．リズム３（楽しいリトミックの経験、リズムカノン ３・４拍子 複リズム Ostinato） 

12．ティーチング７（４・５歳児指導法総括） 

13．リズム４（楽しいリトミックの経験、リズムカノン ３・４拍子 複リズム Ostinato） 

14．リズムの演奏法３（リズムの演奏法 ５歳児指導法―２～３学期） 

15．理論（リトミックの理論とダルクローズについて） 

16．試験、１級 資格認定試験 

 

 

 

テキスト 

「幼稚園・保育園のためのリトミック４歳児用」岩崎光弘・馬淵明彦他／編著 

（特定非営利活動法人リトミック研究センター） 

「幼稚園・保育園のためのリトミック５歳児用」岩崎光弘・馬淵明彦他／編著 

（特定非営利活動法人リトミック研究センター） 

参考書・参考資料等 

 特になし。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



８ 

授業科目名：（選）幼児体育指導法 

<幼児スポーツコース> 

授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法に関する科目 ・幼児体育指導法 

皆川 龍吾 [実 務 経 験]幼稚園教諭・子ども身体運動発達指導士・幼児体育指導者 

授業の到達目標及びテーマ 

「子ども身体運動発達指導士（Instructor of Physical Movement Development for Children）」と

して、状況に応じたこどもへの適切な運動指導法を習得する。こどもの運動感覚つくり、基礎的体力

つくり及びコミュニケーション能力向上に資する運動指導者を目指す。 

授業の概要 

状況に応じたこどもへの適切な運動指導法を習得するために、基盤となる運動発達や指導に関する

知識を養う。また、器械や器具を用いた演習を行い、実践的な指導力を培う。 

授業計画 

１．こどもの身体運動発達と運動指導に関する知識① 

２．          〃          ② 

３．こどもの身体発達特性に関する知識 

４．こどもの新しい運動指導の方向と内容に関する知識 

５．こどもにやさしい動きの指導方法に関する知識 

６．こどもと食育に関する知識 

７．運動遊びカリキュラムに関する作成・工夫と実際① 

８．          〃           ② 

９．表現リズム・運動遊びに関する実践① 

10．          〃     ② 

11．器械・器具における運動感覚づくりに関する実践① 

12．          〃           ② 

13．用具を使っての運動感覚づくりに関する実践① 

14．          〃         ② 

15．こどもの事故防止に関する実際 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「子どものための楽しい体つくり運動」森高夫／著（アイオーエ） 

参考書・参考資料等 

 必要に応じてプリント等を配布する。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



９ 

授業科目名：保育実技Ⅳ<幼児保育コース> 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法に関する科目 ・保育実技Ⅳ 

岡田 ひろみ [実 務 経 験]保育士 

[研究テーマ]保育内容 

大塚 由利子 [実 務 経 験]幼稚園教諭・保育士 

[研究テーマ]乳幼児保育分野 

松田 静佳 [実 務 経 験]幼稚園教諭・保育士 

授業の到達目標及びテーマ 

 こども達の気持ちや行動に寄り添い、成長過程に応じた最善の援助を学ぶことで、一人ひとりの個

性や人間性を育む力を身につける。また、美しい日本の四季を感じながら、一年間の歳時記を学び、

行事の中に上手く取り入れる力を養う。集団遊び・伝承遊びの実践、年齢に応じた指導計画の作成と

模擬保育を行い、実践力を身につける。 

授業の概要 

教育実習・保育実習・施設実習に向け、保育実技の向上を目指す。こどもの成長過程を理解した環

境を構成し、さらにこどもの感性や言葉を大切にし、気持ちや行動に寄り添った援助を考える。教材

研究、指導案作成、模擬保育実践を通して、保育実技の向上を目指す。 

授業計画 

１．保育実技オリエンテーション 

（エプロンシアターについて・紙芝居の読み方について）   エプロンシアター制作:指導案作成 

２．指導案・実演練習（０・１・２歳児）絵本・紙芝居の読み聞かせ 

３．模擬保育（０・１・２歳児）絵本・紙芝居の読み聞かせ 

４．指導案・実演練習（３・４・５歳児）絵本・紙芝居の読み聞かせ 

５. 模擬保育（３・４・５歳児）絵本・紙芝居の読み聞かせ 

６．指導案・実演練習（０・１・２歳児）制作遊び 

７．模擬保育（０・１・２歳児）制作遊び 

８．指導案・実演練習（３・４・５歳児）制作遊び 

９．模擬保育（３・４・５歳児）制作遊び 

10．指導案・実演練習（０・１・２歳児）運動遊び 

11. 模擬保育（０・１・２歳児）運動遊び 

12．指導案・実演練習（３・４・５歳児）運動遊び 

13．模擬保育（３・４・５歳児）運動遊び 

14. エプロンシアター実演研究・指導案 

15. エプロンシアター実演研究・指導案 

16. 試験 

 

 

 

テキスト 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「あそびうた大全集200」細田淳子／著（永岡書店） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 

12 月中旬 



１０ 

授業科目名：保育実技Ⅳ<幼児スポーツコース> 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法に関する科目 ・保育実技Ⅳ 

皆川 龍吾 [実 務 経 験]幼稚園教諭・子ども身体運動発達指導士・幼児体育指導者 

授業の到達目標及びテーマ 

こども達の気持ちや行動に寄り添い、成長過程に応じた最善の援助を学ぶことで、一人ひとりの個

性や人間性を育む力を身につける。また、美しい日本の四季を感じながら、一年間の歳時記を学び、

行事の中に上手く取り入れる力を養う。集団遊び・伝承遊びの実践、年齢に応じた指導計画の作成と

模擬保育を行い、実践力を身につける。 

授業の概要 

教育実習・保育実習・施設実習に向け、保育実技の向上を目指す。こどもの成長過程を理解した環

境を構成し、さらにこどもの感性や言葉を大切にし、気持ちや行動に寄り添った援助を考える。身体

表現や健康を考えた教材研究、指導案作成、模擬保育実践を通して、保育実技の向上を目指す。 

授業計画 

１．保育実技オリエンテーション 

（エプロンシアターについて・紙芝居の読み方について）   エプロンシアター制作:指導案作成 

２．指導案・実演練習（０・１・２歳児）ゲーム遊び 

３．模擬保育（０・１・２歳児）ゲーム遊び 

４．指導案・実演練習（３・４・５歳児）ゲーム遊び 

５. 模擬保育（３・４・５歳児）ゲーム遊び 

６．指導案・実演練習（０・１・２歳児）作って遊ぼう 

７．模擬保育（０・１・２歳児）作って遊ぼう 

８．指導案・実演練習（３・４・５歳児）作って遊ぼう 

９．模擬保育（３・４・５歳児）作って遊ぼう 

10．指導案・実演練習（０・１・２歳児）身体を使った表現遊び 

11. 模擬保育（０・１・２歳児）身体を使った表現遊び 

12．指導案・実演練習（３・４・５歳児）身体を使った表現遊び 

13．模擬保育（３・４・５歳児）身体を使った表現遊び 

14. エプロンシアター実演研究・指導案 

15. エプロンシアター実演研究・指導案 

16. 試験 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「あそびうた大全集200」細田淳子／著（永岡書店） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「０～５歳児の発達に合った 楽しい運動遊び」（ナツメ社） 

プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 

12 月中旬 



１１ 

授業科目名：保育実技Ⅳ<幼児音楽コース> 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法に関する科目 ・保育実技Ⅳ 

大塚 由利子 [実 務 経 験]幼稚園教諭・保育士 

[研究テーマ]乳幼児保育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

こども達の気持ちや行動に寄り添い、成長過程に応じた最善の援助を学ぶことで、一人ひとりの個

性や人間性を育む力を身につける。また、美しい日本の四季を感じながら、一年間の歳時記を学び、

行事の中に上手く取り入れる力を養う。集団遊び・伝承遊びの実践、年齢に応じた指導計画の作成と

模擬保育を行い、実践力を身につける。 

授業の概要 

教育実習・保育実習・施設実習に向け、保育実技の向上を目指す。こどもの成長過程を理解した環

境を構成し、さらにこどもの感性や言葉を大切にし、気持ちや行動に寄り添った援助を考える。音楽

に親しみながら豊かな感性を育むための教材研究、指導案作成、模擬保育実践を行い、保育実技の向

上を目指す。 

授業計画 

１．保育実技オリエンテーション 

（エプロンシアターについて・紙芝居の読み方について）   エプロンシアター制作:指導案作成 

２．指導案・実演練習（０・１・２歳児）わらべ歌 

３．模擬保育（０・１・２歳児）わらべ歌 

４．指導案・実演練習（３・４・５歳児）わらべ歌 

５. 模擬保育（３・４・５歳児）わらべ歌 

６．指導案・実演練習（０・１・２歳児）絵本・紙芝居の読み聞かせ 

７．模擬保育（０・１・２歳児）絵本・紙芝居の読み聞かせ 

８．指導案・実演練習（３・４・５歳児）絵本・紙芝居の読み聞かせ 

９．模擬保育（３・４・５歳児）絵本・紙芝居の読み聞かせ 

10．指導案・実演練習（０・１・２歳児）音の出る玩具 

11. 模擬保育（０・１・２歳児）音の出る玩具 

12．指導案・実演練習（３・４・５歳児）音の出る玩具 

13．模擬保育（３・４・５歳児）音の出る玩具 

14. エプロンシアター実演研究・指導案 

15. エプロンシアター実演研究・指導案 

16. 試験 

 

 

 

 

 

テキスト 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「あそびうた大全集200」細田淳子／著（永岡書店） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 

12 月中旬 



１２ 

授業科目名：音楽表現Ⅳ 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：45H 

保育の内容・方法に関する科目 ・音楽表現Ⅳ 

大森 淳子 [実 務 経 験]ピアノ講師・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

倉田 照子 [実 務 経 験]ピアノ講師･小学校教諭･中学校教諭（音楽）･声楽家・児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

重藤 清美 [実 務 経 験]ピアノ講師 

柴野 玲子 [実 務 経 験]ピアノ講師 

関 義夫 [実 務 経 験]ピアノ講師 

[研究テーマ]音楽教育分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

佐藤 いづみ [実 務 経 験]幼稚園教諭 

塚田 規子 [実 務 経 験]ピアノ講師 

入江 亜矢子 [実 務 経 験]ピアノ講師 

授業の到達目標及びテーマ 

保育内容に沿って、こどもの音楽活動を援助し、こどもの成長過程における豊かな人格形成（情緒・

表現・鑑賞等）を育成することをテーマに学習する。1年間で身につけてきたことを基盤として、現場

での即戦力となる弾き歌いのレパートリーを各自のレベルに応じて広げ、同時に現場での多様なニー

ズに対応できるように、実践的で応用性のある音楽能力を養うことを到達目標とする。 

授業の概要 

個別指導により、表現豊かに演奏する能力を高め、音楽を楽しむ意欲を育成する。また、教育実習・

保育実習に向け、応用性のある音楽的能力を養う。 

授業計画 

１．弾き歌い実践 (実習を見据えて園生活、季節のうた等をレベルに合わせて選曲) 

２．弾き歌いの実践とピアノ曲、ソルフェージュの継続的練習 

（第２章、各自の課題に取組む） 

３．４．５．弾き歌いの実践とピアノ曲、ソルフェージュの継続的練習 

６．弾き歌いの実践（お互いの演奏を聴きあう） 

７．８．９．10．弾き歌いの実践とピアノ曲、ソルフェージュの継続的練習 

11．12．13．14．弾き歌いとピアノ曲、ソルフェージュの復習 

15．弾き歌いとピアノ曲、ソルフェージュの復習（お互いの演奏を聴きあう） 

16．試験 

テキスト 

「こどもの指導法 音楽表現」 

西野洋子・茨木金吾・國光みどり・石川ますみ・田上栄美子・菅原峰子／編（豊岡短期大学） 

参考書・参考資料等 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

「日本の子どもの歌」全国大学音楽教育学会／編著（音楽之友社） 

「こどものうた200」小林美実／著（チャイルド本社） 弾き歌いプリントを授業時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、授業態度、実技試験等の結果、各々の進度に見合った評価をする。 

積極的に取り組むこと。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１３ 

授業科目名：総合演習（文化・音楽・スポーツ） 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の内容・方法に関する科目 ・総合演習 

大塚 由利子 [実 務 経 験]幼稚園教諭・保育士 

[研究テーマ]乳幼児保育分野 

松田 静佳 [実 務 経 験]幼稚園教諭・保育士 

授業の到達目標及びテーマ 

この授業は学生自身が主体的に学び、互いに学び合うことを目的としている。様々な保育活動を立

案し、模擬保育を行い、互いにフィードバックをすることを通して、保育力の向上を目指す。 

授業の概要 

教育実習・保育実習での責任実習における様々な保育活動に視座を置き、指導案を作成し、模擬保

育を行い、課題研究をする。 

授業計画 

１．オリエンテーション 

２．保育活動の指導案作成（生活の活動） 

３．        〃 

４．模擬保育・フィードバック 

５．     〃 

６．     〃 

７．     〃 

８．保育活動の指導案作成（季節の活動） 

９．         〃 

10．模擬保育・フィードバック 

11．     〃 

12．     〃 

13．     〃 

14．     〃 

15．まとめ 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「あそびうた大全集200」細田淳子／著（永岡書店） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

 プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、授業態度、実技試験等の結果を総合して評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１４ 

授業科目名：保育実習Ⅰ（保育所） 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：80H 

保育実習 ・保育実習Ⅰ 

大森 淳子 [研究テーマ]幼児教育・音楽教育・保育内容「表現」分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

重藤 清美 [実 務 経 験]茨城県保育士養成校連絡会担当 

大塚 由利子 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭・実習生受け入れ実務 

松田 静佳 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭・実習生受け入れ実務 

授業の到達目標及びテーマ 

・保育実習の意義・目的を理解する。 

・実習の内容を理解し、自らの実習の課題を明確にする。 

・実習施設におけるこどもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理

解する。 

・実習の計画・実践・観察・記録・評価の方法や内容について具体的に理解する。 

・実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、今後の学習に向けた課題や目標を明確に

する。 

授業の概要 

実習の意義を理解し、学校での今迄の学びを使いながら、どのようにこどもを支援していくかを演

習として考える。実習の流れと実習上の留意点をテキスト中心に学び、自分の実習課題を立ててみる。

（演習）保育指導案の立て方、実習簿の書き方を学ぶ。事後指導では、実習を振り返り自己評価を行

い新たな課題や学習目標を設定する。 

実習内容 

１．保育所の役割と機能 

（１）保育所におけるこどもの生活と保育士の援助や関わり 

（２）保育所保育指針に基づく保育の展開 

２．こどもの理解 

（１）こどもの観察とその記録による理解 

（２）こどもの発達過程の理解 

（３）こどもへの援助や関わり 

３．保育内容・保育環境 

（１）保育の計画に基づく保育内容 

（２）こどもの発達過程に応じた保育内容 

（３）こどもの生活や遊びと保育環境 

（４）こどもの健康と安全 

４．保育の計画・観察・記録 

（１）全体的な計画と指導計画及び評価の理解 

（２）記録に基づく省察・自己評価 

５．専門職としての保育士の役割と職業倫理 

（１）保育士の業務内容 

（２）職員間の役割分担や連携・協働 

（３）保育士の役割と職業倫理 

テキスト 

「保育実習指導」戸江茂博・岩田健一郎・國光みどり／著（豊岡短期大学） 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「保育所保育指針解説書」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「幼稚園保育所実習パーフェクトガイド」小櫃智子・他／著（わかば社） 

「施設実習パーフェクトガイド」小櫃智子・他／著（わかば社） 

学生に対する評価 

実習先からの成績評価をもとに普段の授業態度や生活態度を加味し、評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１５ 

授業科目名：保育実習Ⅰ（施設） 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：80H 

保育実習 ・保育実習Ⅰ 

大塚 由利子 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭 

[研究テーマ]乳幼児保育分野 

松田 静佳 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭 

福田 翔平 [実 務 経 験]茨城県保育士養成校連絡会担当 

[研究テーマ]ITと人間関係分野 

授業の到達目標及びテーマ 

・保育所、児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。 

・観察や子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深める。 

・既習の教科目の内容を踏まえ、子どもの保育及び保護者への支援について総合的に理解する。 

・保育の計画・観察・記録及び自己評価等について具体的に理解する。 

・保育士の業務内容や職業倫理について具体的に理解する。 

授業の概要 

保育所以外の児童福祉施設の養護の実践をし、保育士として必要な資質・能力・技術を習得する。

施設を利用する対象児・者養護内容の実際、施設のもつ全体的な養護機能などについて理解を深める。 

実習内容 

１．施設の役割と機能 

①施設における子どもの生活と保育士の援助や関わり 

  ②施設の役割と機能 

２．子どもの理解 

①子どもの観察とその記録 

②個々の状態に応じた援助や関わり 

３．施設における子どもの生活と環境 

①計画に基づく活動や援助 

②子どもの心身の状態に応じた生活と対応 

③子どもの活動と環境 

④健康管理、安全対策の理解 

４．計画と記録 

①支援計画の理解と活用 

②記録に基づく省察・自己評価 

５．専門職としての保育士の役割と倫理 

①保育士の業務内容 

②職員間の役割分担や連携 

③保育士の役割と職業倫理 

 

 

 

テキスト 

「保育実習指導」戸江茂博・岩田健一郎・國光みどり／著（豊岡短期大学） 

「保育所保育指針解説書」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「施設実習パーフェクトガイド」小櫃智子他／著（わかば社） 

学生に対する評価 

実習先からの成績評価をもとに普段の授業態度や生活態度を加味し、評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１６ 

授業科目名：保育実習指導Ⅰ（施設） 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育実習 ・保育実習指導Ⅰ 

大塚 由利子 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭 

[研究テーマ]乳幼児保育分野 

松田 静佳 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭 

福田 翔平 [実 務 経 験]茨城県保育士養成校連絡会担当 

[研究テーマ]ITと人間関係分野 

授業の到達目標及びテーマ 

・保育実習の意義・目的を理解する。 

・実習の内容を理解し、自らの実習の課題を明確にする。 

・実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理

解する。 

・実習の計画・実践・観察・記録・評価の方法や内容について具体的に理解する。 

・実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、今後の学習に向けた課題や目標を明確に

する。 

授業の概要 

保育所以外の児童福祉施設を利用する対象児・者と養護内容の実際、施設のもつ全体的な用語機能

などについて理解を深める。実習の流れと実習上の留意点をテキスト中心に学び、自分の実習課題を

組み立ててみる。保育指導案の立て方、実習簿の書き方を学ぶ。事後指導では、実習を振り返り自己

評価を行い新たな課題や学習目標を設定する。 

授業計画 

１．実習の意義（目的） 

２．実習の意義（概要） 

３．児童福祉施設の種類と役割 

４．実習内容の明確化 

５．実習課題の明確化 

６．子どもの人権と最善の利益への考慮 

７．プライバシーの保護と守秘義務 

８．実習生としての心構え 

９．実習における計画と実践 

10．実習における観察、記録 

11．指導案作成 

12．指導案作成および実習準備 

13．実習の総括と自己評価 

14．実習後の課題の明確化① 

15．     〃    ② 

16．試験 

 

テキスト 

「保育実習指導」戸江茂博・岩田健一郎・國光みどり／著（豊岡短期大学） 

「保育所保育指針解説書」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１７ 

授業科目名：教育実習事前事後指導Ⅰ 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

教育実践に係る科目 ・教育実習 

倉田 照子 [実 務 経 験]小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育・教育・保育内容「言葉」・児童文化財分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

大塚 由利子 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭 

[研究テーマ]乳幼児保育分野 

松田 静佳 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭 

授業の到達目標及びテーマ 

実習に向けて、学習の意義・目的を理解し、保育について知識・技能・態度等を総合的に学ぶ。 

授業の概要 

教育実習の意義と目的、実習生としての心構えを学ぶ。また、幼児の発達の特性や発達過程を踏ま

え、幼児理解や観察の視点・方法、指導案作成等の習得に努める。 

授業計画 

１．実習の意義と目的：①幼稚園教育の特質 ②実習の意義と目的  

           ③保育者としての倫理（守秘義務 職務に専念する義務 等） 

２．教育実習の流れと手続き、その内容：実習生としての心構え 

３．教育実習の流れと手続き、その内容：事前相談・打ち合わせ 

４．観察・参加・責任実習：長期指導計画・短期指導計画 

５．観察・参加・責任実習：こどもを取り巻く環境（環境構成） 

６．観察・参加・責任実習：幼児理解と保育 

７．教師の援助：保護者理解と支援 

８．教師の援助：特別な支援を要するこどもへの対応 

９．実践演習：手遊び 

10．実践演習：読み聞かせ 

11．指導案作成：指導案とは何か 

12．指導案作成：指導案作成の実際 

13．指導案作成：指導案作成の実際 

14．指導案作成：指導案作成の実際 

15．実習の総括と評価、課題の明確化：①幼児理解と学び ②保育者の活動からの学び 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「教育実習事前・事後指導」田治米富子・堀和弘／著（豊岡短期大学） 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「幼稚園教育要領解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

特になし。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１８ 

授業科目名：（選）教育実習Ⅰ 授業形態：実習 
単位：２単位 

授業時間数：80H 

教育実践に係る科目 ・教育実習 

倉田 照子 [実 務 経 験]小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育・教育・保育内容「言葉」・児童文化財分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

幼稚園教諭の指導の下、現実の幼稚園現場における幼児との直接的な関わりを通じて幼稚園教諭と

なるための実践上、研究上の基礎的な能力、態度を養成する。幼稚園の機能と幼稚園教諭の職務、一

人ひとりのこどもに寄り添った援助方法を学ぶことで、幼稚園教諭としての使命感、様々な保育を通

した実践的指導力の基礎を体得し、幼稚園教諭の実践上の課題を解決していく上で必要とされる資質、

能力を培う。その上で、後半の実習に向けての自己課題を明確にする。 

授業の概要 

第1週目は、観察実習として客観的に保育を見ることが中心となる実習を行う。第2週目は参加実習

として教師の助手的な立場で、実際に幼児と触れ合いながら保育に参加する実習を行う。 

実習内容 

１．第１週：１～５日目：観察実習 

・こどもの身体発達の状況（体の大きさ、運動能力など）を把握する。 

・遊びの様子(何を、誰と、どこで、どのように展開しているか）を知る。 

・コミュニケーションの状況（言葉の発達と理解について、友達関係など）を知る。 

・教師の援助の様子を知り、その意味を考える。 

 

２．第２週：６～10 日目：参加実習 

・事前に幼児の情報（名前、遊び、友達、興味など）を集める。 

・担任の指導計画を把握し、こどもの主体的な活動を尊重し、遊びに参加する。 

・特に指示のない限りは、どのこどもにも平等に保育者として接する。 

・活動に参加する中でこどもの様子を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

 特になし。 

参考書・参考資料等 

「教育実習事前・事後指導」田治米富子・堀和弘／著（豊岡短期大学） 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「幼稚園教育要領解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

学生に対する評価 

実習先からの成績評価をもとに普段の授業態度や生活態度を加味し、評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１９ 

授業科目名：（選）幼児教育研究Ⅰ 授業形態：実習 
単位：２単位 

授業時間数：80H 

学外実習 ・幼児教育研究Ⅰ 

大塚 由利子 [実 務 経 験]保育士・幼稚園教諭 

[研究テーマ]乳幼児保育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

この授業は学生自身が主体的に学ぶことを目的としている。幼児教育への研究等を積極的に行うこ

とによって、幼児教育への理解を深める。 

授業の概要 

幼児教育の研究等を通して、こどもへの理解を深める。 

授業計画 

 

 

１．オリエンテーション 

２．幼児教育についての研究テーマの決定 

３．研究計画立て 

４．調査・研究 

５．  〃 

６．  〃 

７．  〃 

８．  〃 

９．中間発表・フィードバック 

10．調査・研究 

11．  〃 

12．  〃 

13．  〃 

14．  〃 

15．まとめ 

16．試験 

 

 

 

 

テキスト 

 特になし。 

参考書・参考資料等 

図書館やインターネットを活用すること。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

ボランティア等に積極的に参加し、 

こどもを取り巻く現代社会の問題点について

調査・研究を行い、考察する。 

 

例）こどもの虐待 

  こどもと貧困 

こどもの発達障害  等 

【実務経験のある教員等による授業科目】 


